
元気なうちに自分の
”もしも”を考えてみよう！
元気なうちに自分の

”もしも”を考えてみよう！

②「考えてみよう！」

「もしもの時」を設定したら、
早速自分の希望することに
ついて考えてみよう！

シートがそのヒントになります

④「きっかけ」  さえあれば、

医療・介護者関係者の方々へ

①どんな
   でもOK！

「次の誕生日がきたら」
「やりたいことに挑戦できたら」
前向きな想像からでもGOOD！

日々の患者様・利用者様との何気ない会話の中にも、「好きなこと」「やりたいこと・やりたく
ないこと」「嫌なこと」など、意向や希望がたくさん表れていますよね。
そうしたお話は、「もしもの時」にとても大切な情報になります。
このシートは、会話から得た意向をメモしたり、本人と家族の希望のズレに気づいたりしやすく
するために作られています。
また、「もしもの時」に本人や家族、そして他の支援者とも共有できるツールとしても活用して
いただけたらと思います。

読谷村・嘉手納町・北谷町　在宅医療・介護連携推進事業

私たちは、日頃自分の“もしもの時”について考えたり話したりする機会があまりありませんよね。

でも、“もしもの時”、声が出せなかったり、意識がなかったり、理解できなくなっていたら、自分の

意向（希望すること）を伝えるのは難しいかもしれません。

この「意向（希望）を伝えるシート」は、そんな“もしも”の時に備えて自分の希望を考えるきっかけ

になればと、読谷村・嘉手納町・北谷町で作られました。

この機会に、自分の意向について考えてみませんか？

 自分の希望を身近な人が必ずしも知っているとは限りません！

 シートを活用して、希望を伝えたり分かち合ったりしてみましょう！

☆シートの活用例☆

・シートを見ながら、家族に紹介

・同じ“もしもの時”を想定して、ゲーム感覚で考えてみる

・家族や支援者が、本人との会話をメモしておく

　（「花を見ていると元気になる」「痛いことは苦手だな」「家族といるのが一番楽しい」）

・シートの問いかけ（セリフ）参考に、本人の希望を聞いてみる

③「希望をちょっと
　　  まとめてみよう」

書くことが目的ではありません。

だから全部埋めなくて大丈夫！

好きな問いかけから、

少しずつ考えてみてね。

始めてみたい会話は

何ですか？

「もしもの時」


